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【研究の目的】 
 現在の研究は、従来の研究（旧西ドイツとオーストリアについて両国の憲法裁判制度を具体的に比較
検討し、その共通点と相違点を明確にし、よって憲法裁判制度の本質を究明しようと努めた）を踏まえ、
憲法裁判のより基礎的かつ本質的な理解の探求、具体的に言えば、憲法裁判と民主主義の関係の問題を
究明しようとするものである。 
 
【研究活動及び成果】 
総括 

今年度は、2023 年出版にむけ、Sachs, Verfassungsprozessrecht, 4. Aufl. 2016 の翻訳作業を進め、現
在、すでに一部訳稿が提出されている段階である。また、憲法裁判の比較法的研究の集大成として『ド
イツの憲法裁判』の第 3 版の出版にむけ、①ドイツの憲法裁判に関する研究、②英米仏墺の憲法裁判に
関する研究、③日本の憲法裁判に関する研究を各自進めている。その一端は下記学術雑誌 8．11.などに
現れている。 

加えて、憲法裁判研究には、具体的な裁判実践に対する評価も不可欠である。これについては、下記
学術雑誌 1.2.4～7 などの研究成果が得られた。 
学術雑誌 

１．福王守「人道的配慮と在留特別許可（一）」『駒沢女子大学研究紀要』28 号（2021 年 12 月） 
２．福王守「人間の尊厳に基づく人権概念と日本の在留許可」『法学新報』128 巻 10 号（2022 年） 
３．松村好恵「開かれた宗教教育？－”Religionsunterricht für alle (2.0)“をめぐる憲法論議－」『比較

法雑誌』55 巻 1 号（2021 年 6 月）209～238 頁 
４．松村好恵「判例紹介」『季刊教育法』209 号（2021 年 6 月）112～116 頁 
５．松村好恵「判例紹介」『季刊教育法』210 号（2021 年 9 月）122～127 頁 
６．松村好恵「判例紹介」『季刊教育法』211 号（2021 年 12 月）122～127 頁 
７．松村好恵「判例紹介」『季刊教育法』212 号（2022 年 3 月）114～120 頁 
８．畑尻剛「架橋と希望の憲法論－P．へーベルレをめぐって－」『白門』847 号（2021 年）2～12 頁 
９．太田航平「正しい憲法理論？―E.W.ベッケンフェルデと M.イェシュテットの論稿を手がかりに」

『法学新報』127 巻 7・8 号（2021）131 頁 
10．太田航平「法理論にもとづく立法者意思説―M. イェシュテットの法認識理論の検討―」『青森中

央学院大学研究紀要』35 号（2022 年） 
11．中野雅紀「「法原理機関」説と「法言語機関」説—『憲法裁判研究序説』の歴史的意義とその補完

—」単著『法学新報』（2021 年） 
12．中野雅紀「第三者効力論の新しい側面―ドイツにおける最近の学説を中心にしてー」『茨城大学教
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育学部社会科教育 法学(中野雅紀)ゼミナール卒業論文集令和二年度』（2021 年） 
13．奥山亜喜子「判例報告 絵画の展示による人格権侵害と芸術の自由 ――「ラプンツェル４」決

定」『自治研究』97 巻 12 号（2021 年） 
刊行物 

有澤知子『新・法と社会生活』第６版, 尚学社（2021 年） 
畑尻剛訳「欧州化と国際化に直面する国家の憲法の役割」ライナー・ヴァール著（小山剛・石塚壮太

郎監訳）『ドイツ憲法の道程』慶應義塾大学出版会（2022 年 2 月） 
土屋武「平等原則」「選挙原則」「政党」鈴木秀美・三宅雄彦編『ガイドブック ドイツの憲法判例』

信山社（2021 年） 
土屋武「外国人の人権」宍戸常寿・曽我部真裕編『憲法演習サブノート 210 問』弘文堂（2021 年） 

口頭発表 
2021 年 7 月 松村好恵「基本法 7 条 1 項の歴史的解釈の意義と限界」中央大学公法研究会 
2021 年 5 月 寒河江和樹「専門性と民主主義——知識と情報に基づく統治メカニズムの構築に向けて

——」中央大学公法研究会 
2021 年 6 月 奥山亜喜子「ドイツ連邦憲法裁判所 2019 年 1 月 28 日第 2 部会決定についての報告｣ド

イツ憲法判例研究会 
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